
 

県新人戦 2 回戦善戦及ばず  

   １０月１０日（月）上山明新館高校で開催された県新人戦。部員８名に助っ人３名の協力で何

とか県大会に出場できた。一回戦は山形城北高の選手が怪我のため９名揃わず不戦勝。二回戦は、

山形北高・左沢高合同チームと対戦。中盤長打が出て序盤の失点を追い越し、逆転できるかと思

われたが、１３対６の５回コールドで負けた。 

   この悔しさを忘れないで、冬季トレーニングで基礎体力、体幹を鍛えて、 

必死になって自分を追い込み球春を迎えよ！！ 

   

             

     

◆「守備では、ランナー３塁の時にボールが来ても落ち着いて牽制してアウトを取ることが出来ました。た

だ、バントをされた時にベースカバーに入るのが遅くなり、危ない時があったので判断と一歩目を速くして

いきたい。バッティングでは、追い込まれても野手の間を抜くことが出来たので良かったです。全体でも一

人ひとりがボールを見極めて、繫ぐバッティングができてきたので、点数にも繋がったのだと思います。今

回の試合では、全員が声を出し、チームとして戦うことが出来ました。でも、課題がでた所もあるので、春

の大会に向けて日々練習をしていきたいです。助っ人のみなさんには本当に感謝したいです。」  

 



 

              

◆「今回の大会は２日間雨で順延になってしまいました。バッティングでは、１打席目は手だけで当ててい

ってしまって、センターフライになってしまいました。２打席目で相手の監督の指示や野手の動き、キャッ

チャーの動きからコースを読んで狙って振ることが出来ました。４打席目は、しっかりボールを見極めて、

甘く入ってきたボールを捉えることが出来た。守備では、相手の打者や配球に合わせて守備位置を替えてり、

外野に守備位置を伝えることが出来た。今回の試合では、自分たちのミスから点を撮られてしまうことが多

かった。日頃の練習から緊張感をもって取り組み、本番では練習通りのプレーが出来るようにしたい。大会

を通してプレーだけでなく試合前の時間の使い方など課題が多く見つかったと思うので春の総体までに改

善して行けるようにしたい。」  

         

 ◆「今回の大会は、雨天によって試合が２日間伸びてしまって精神面もコントロールするのが難しく、い

つも以上に緊張してしまった。バッティングでは、地区大会の反省を生かし、強いゴロを打っていこうと意

識した。３塁打を打ったけど手だけで打ってしまったと思う。右足の力を左足に一瞬で押し込むことが出来

た。守備では、ライトゴロをアウトに出来なかった。弱いゴロだったのでもっと前に突っ込んでアウトを取

っていきたい。今回の試合で右側のフライの１歩目が苦手だと気付いたので冬の間練習して、春の総体では、

外野に飛んできたボールをすべて捕るということをしていきたい。」  

◆「今回２回目となる公式戦でした。試合開始の時間が迫る中だんだん緊張してきました。エラーしないか

なちゃんと塁に出られるかなど沢山の不安が出てきました。２回戦は負けでしたがしっかり自分の役割を果

たせたと思うので良かったです。この経験を次の試合にも活かしていきたい。」  

◆「今回の大会は悪天候のため試合の順延があり、東桜が実際に試合をしたのは３日目の月曜日でした。今

回の試合は特に見ていて楽しかったです。先制点を許してしまっても全員が 勝つ という気持ちで臨めてい

たと思います。バッティングは、練習の成果もあり、３塁打も何本かあって得点に繋がりました。目立った

エラーもなく打たれてもしっかりと捕球ができていました。６対９まで追い詰めたが、とても良い試合でし

た。私もゴロ捕りぐらいは出来るように少しずつボールと触れ合っていきたいと思います。」  

 

 

 

 



 

         

            

    

            監督の激も及ばず試合終了！ 

    

  

   助っ人３名がいなかったら地区大会優勝も県大会出場も出来なかったチーム。助っ人の皆さん

には、心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。  

 

来春は、多くの新一年生を迎い入れて、見違えるチームになって欲しい

と願います。また、一人のミスをみんなで声掛けをして、互いにカバー

し合うチームになっていくことに期待しています。  


